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彦根市では、「美しいひこね創造

条例」を制定し、今年度から、市民

のみなさんによる美しいひこねを創

造する活動を推進しています。

この活動に対してお渡しする地域

通貨「彦」のデザインを募集します。

応募内容 平成19年４月に発行する、

彦根市地域通貨「彦」（縦70㎜、横

150㎜の紙幣タイプ）のデザイン

応募のきまり

・応募はひとり１点とし、自作で未発

表のものに限ります。写真や絵、イ

ラストなどの使用のほか彩色も自由

ですが、次の７つの項目を必ず使用

してください。

①100彦

②彦根市地域通貨「彦」

③№00001

④発行者　彦根市

⑤発行年月日　平成19年（2007年）

４月１日

⑥有効期限　平成22年（2010年）３

月31日

⑦国宝・彦根城築城400年祭キャラ

クター「ひこにゃん」

※「ひこにゃん」は、イラスト（下の

３種のうちいずれか１つ）と名前を

使用してください。色は指定の色と

なります。「ひこにゃん」のイラス

トについては、彦根市ホームページ

をご覧ください。

・縦140㎜×横300㎜の大きさの画用

紙などに描くこと

・画像データで提出する場合の画像形

式は、ＪＰＥＧ形式かＢＭＰ形式とし、

縦：横の比率を70：150にすること

（Eメールで応募する場合はデータ

のサイズを200KB以下とすること）

その他

・応募に要する費用は応募者の負担と

し、応募作品は返却しません。

・応募された作品の中から１点を選考

します。採用された人には、賞状と、

２万円分の図書カードを贈ります。

・採用された人の名前・住所は公表し

ます。

・採用されたデザインの著作権は彦根

市に帰属するものとします。

・地域通貨には偽造防止策を施すほ

か、印刷などの都合により、採用し

たデザインの一部を修正することが

あります。

応募方法 作品とともに名前・住所・

連絡先とデザインについて簡単なコ

メントを添えて、持参するか、郵送、

Ｅメールで まちづくり推進室に

提出してください。画像データで提

出する場合は、データを記録したフ

ロッピーディスク、もしくはＣＤ-

Ｒも受け付けます。

応募期限 平成18年８月31日㈭（郵

送の場合は当日消印有効）

応募・問い合わせ先 まちづくり

推進室（〒522-8501 元町4-2）☎

30-6117、FAX22-1398、Eメール

：machizukuri@ma.city.hikone.shiga.jp

▲「美しいひこね創造活動」に参加して、
大東公園の花壇を手入れする大東町花壇
同好会のみなさん



3 広報ひこね　平成18年７月15日 2広報ひこね　平成18年７月15日

市民の皆さんの声を直接聴き、対話の行政をいっ

そう進めるため、毎年「市長への手紙」を実施して

います。

彦根市では、市民の皆さんが健康で豊かな生活を

送れるよう、福祉政策の推進、都市基盤の整備、自

然環境の保護など、様々な事業を進めています。こ

の「市長への手紙」で多くの皆さんの考えを聴くこ

とで、市民と行政のパートナーシップのまちづくり

をさらに進めていきたいと考えています。

彦根市の進めている政策などについて、市民の皆

さんの建設的なご意見・ご提案をお待ちしていま

す。

「市長への手紙」の送り方

あなたが日ごろ市政に関して「このようにしては

どうか」と考えているご意見やご提案を、左の封

筒か、彦根市ホームページからお寄せください。

封筒は切り取って、裏に意見などを書き、隅の

「のりしろ」で貼り合わせて郵便ポストへ投かん

してください。８月15日までは郵便料金は不要で

す。切手を貼らずにお出しください。

彦根市ホームページでは、トップページにあるリ

ンクから「市長への手紙」のページに行き、専用

の入力フォームにご意見などを入力して送信して

ください。

お寄せいただいたご意見などのなかから、ご本人

の了解をいただいたものについては、一定期間、

市役所１階ロビーに掲示します。意見などの公表

について、希望する方に○印をしてください。

住所、氏名、電話番号は公表しません。

また、市民の皆さんに特に広くお知らせするべき

ものは、「広報ひこね」「彦根市ホームページ」に

掲載します。

問い合わせ先 まちづくり推進室☎30-6117、

FAX22-1398、E-mail:machizukuri@ma.city.

hikone.shiga.jp
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募　集 募　集

〈日時〉８月５日㈯のAコース=９：00～12：00、Bコース

=13：30～16：30《２回開催》〈場所〉 男女共同参画セ

ンター　ウィズ（平田町・福祉保健センター前）〈対象〉市内在

住の小学生とその保護者 〈定員〉各回15組（先着順）〈受

講料〉１組1,600円（材料費含む）〈託児〉０歳～就学前（１

人200円、要予約）〈募集期限〉７月24日㈪ 〈申込方法・

問い合わせ先〉電話かファクスで同センター☎24-3529

（FAX共用）へ

〈内容〉彦根市少年リーダー夏期研修として、琵琶湖１周サ

イクリングを実施します。〈日時〉８月５日㈯６：30～６日

㈰17：30 〈宿泊場所〉アーブ滋賀（滋賀県青年会館　大津市唐

橋町）〈対象〉市内在住の小学４年生～６

年生および中学生 〈人数〉50人程度

（先着順）〈参加費〉6,500円 〈募集期限〉

７月21日㈮ 〈応募方法〉応募用紙（ 教

育委員会青少年課（市民会館２階）にあり

ます）に記入し、同課（〒522-0001尾末

町１-38）へ 〈問い合わせ先〉 教育委

員会青少年課☎24-7971

〈内容〉犬上川に住む魚など水生生物の観察 〈日時〉８月２

日㈬９：00～12：00 〈場所〉南青柳橋（開出今町）付近の

犬上川 〈費用〉無料 〈募集期間〉７月18日㈫～ 〈応募方

法・問い合わせ先〉電話かファクスで「快適環境づくりを

すすめる会」事務局（ 生活環境課内）☎30- 6116、
FAX27-0395へ 〈当日の注意〉筆記用具・帽子・たも

網・長靴かサンダルを持って、川のなかに入れる服装で参

加のこと。当日の天候により中止になることがあります

〈内容〉植物や昆虫の採集と、その標本の作り方 〈日時〉７

月26日㈬９：00～12：00 ※雨天のときは中止 〈活動場

所〉雨壺山（芹川町）（８：50までに新神社前駐車場（岡町）

に集合）〈定員〉40人（先着順）〈参加費〉無料 〈持ち物〉

筆記用具、捕虫網、虫かご、古新聞、ダンボール２枚、自

転車の荷ひも、剪
せん

定
てい

ばさみ、マジックペン、水筒など

〈募集期間〉７月18日㈫～ 〈応募・問い合わせ先〉電話かフ

ァックスで「快適環境づくりをすすめる会事務局」（ 生活

環境課内）☎30-6116、FAX27-0395へ

〈内容〉バレーボールに興味を持つ小・中学生がバレーボー

ルを通じて仲間の交流の輪をひろげます。〈日時〉毎週金曜

日、18：30～20：30 〈場所〉市民体育センター 〈対象〉

男子小中学生 〈費用〉傷害保険料500円 （初回のみ）〈問

い合わせ先〉彦根市バレーボール協会事務局（野村方）☎

090-8824-4556

〈内容〉手話に興味のある人を対象にした初心者向けの３回

講座 〈日時〉７月26日㈬・８月２日㈬・８月21日 ㈪の

10：00～12：00 〈場所〉彦愛犬地域障害者生活支援セン

ター　ステップあップ21 〈定員〉

40人（先着順）〈費用〉無料〈応募

方法・問い合わせ先〉同センター
（〒529-1168犬上郡豊郷町八目49）☎

0749-35-0333、FAX0749-

35-2123へ

〈内容〉彦根市視覚障害者協会会員ならびにその家族とガイ

ドヘルパーとの交流を目的とした研修会 〈日時〉８月18日

㈮ 〈場所〉大阪・千里　国立民族学博物館 〈費用〉無料

（昼食は各自負担）〈募集期限〉８月10日㈭〈応募方法・問

い合わせ先〉県立視覚障害者センター（〒522-0002松原一

丁目12-17）☎22-7901へ

〈内容〉地元でとれる食材を使って、伝統食の昔ながらの料

理法を学びます。〈日程・料理内容〉８月26日㈯…なすと

みょうがのあちゃら漬け、えび豆、かぼちゃのいとこ煮、

丁
ちょう

字
じ

麩
ふ

の辛
から

子
し

和
あ

え　９月16日㈯…さばの棒ずし、おはぎ、

とうがんのくず煮、にしんなす　※材料などの都合により

変更することがあります 〈時間〉いずれも１0：00～13：

30 〈場所〉ひこね街なかプラザ（四番町スクエア内）〈対象〉

２回連続で参加できる人 〈定員〉20人（申込者多数の場

合は抽選）〈参加費〉2,000円（２回分）と材料費 〈講師〉

滋賀の食事文化研究会会員 〈募集期限〉７月22日㈯（消印

有効）〈応募方法・問い合わせ先〉往復はがきで、往信の裏

に住所・名前（ふりがな）・

年齢・電話番号を、返信の表

にも郵便番号・住所・名前を

それぞれ書いて、ひこね街な

かプラザ（〒522-0064 本町

一丁目12-5）☎27-5820、

FAX27-5830へ

〈内容〉ひこね市文化プラザ　サマーフェスティバルにおい

て実施します。〈日時〉８月12日㈯、13日㈰の10：00～17：

00（天候により中止になることがあります）〈場所〉ひこ

ね市文化プラザ円形広場（屋外）（野瀬町）〈出店料〉１日の

みの出店は１ブース500円、２日間出店の場合は、800

円〈募集期限〉８月１日㈫（ただし、各日とも40ブースで

締め切り）〈応募方法・問い合わせ先〉往復はがきで、往信

の裏に住所・名前（ふりがな）・電話番号・出店希望日（８

月12日、13日）を、返信の表にも郵便番号・住所・名前を

それぞれ書いて、リサイクルステーション（〒522-0088銀

座町４-19）☎26-4810（FAX共用）へ

少年リーダー琵琶湖１周サイクリング

川の生き物観察会

男子バレーボールクラブ

ガイドヘルパーとの交流研修会

標本づくり体験教室

「湖国の伝統食」料理教室

夏休みふれあい手話教室

ひこねエコマーケット「夢畑」出店者

親子手づくりパン教室

〈内容〉木の暖かみや森林のはたらきに対する理解を深めて

もらうために間伐材などを使った木工をします。〈日時〉７

月20日㈭・７月27日㈭・８月３日㈭・８月10日㈭・８月

17日㈭・８月24日㈭・８月31日㈭の10：00～12：00 と

14：00～16：00（７月20日は午後のみ）〈場所〉湖東地域

振興局内（モクモク工房） 〈対

象〉小学生（保護者同伴可）〈定

員〉各回10人〈費用〉無料〈募集

期限〉各回前日 〈応募方法・問

い合わせ先〉電話かファクスで湖

東地域振興局森林整備課☎27-

2216、FAX26-4864へ

〈内容〉①初級…簡単な文章にチャレンジ　②中級…点訳の

ルールを学び、点字文の校正ができる力を修得　③応用…

パソコンで点字の図形を描き、絵としての面白さにふれる

〈日時〉９月２日～11月11日の毎週土曜日、14：00～17：00

（ただし、９月30日、10月14日、11月4日は除く）〈定員〉

30人（定員になり次第締切）〈費用〉初級4,100円、中級・

応用3,000円 〈募集期限〉８月７日㈪17：00〈応募・問い

合わせ先〉電話で県立盲学校「点字の世界」運営委員会☎

22-2321へ

〈内容〉テレビ・ラジオで授業を行う通信制大学です。

15歳以上なら教養学部選科・科目履修生として、18歳以

上なら大学院修士選科・科目生として、どなたでも入学で

きます 全科履修生は大学卒業資格が取得できます 大

学院修士全科生では修士（学術）の学位を取得できます

幅広い分野の約360科目から選べ、好きな１科目だけの

受講もできます 各自のライフスタイルに合わせて学習

できます 〈願書受付期限〉８月15日㈫ 〈問い合わせ先〉放

送大学滋賀学習センター☎077-545-0362、FAX

077-545-2096、ホームページhttp://www.u-air.ac.jp

〈日時〉８月17日㈭～同25日㈮（土・日曜日を除く６日間）

の9：00～12：30 〈場所〉彦根総合高等学校（芹川町）〈対

象〉講習開始日に55歳～68歳の人 〈定員〉40人（申込者

多数の場合は抽選）〈受講料〉無料 〈募集期限〉８月２日㈬

（必着）〈応募方法・問い合わせ先〉往復はがきで、往信の

裏に講習名（パソコン）・住所・

名前（ふりがな）・年齢（生年月

日）・電話番号を、返信の表にも

郵便番号・住所・名前をそれぞ

れ書いて、㈳滋賀県シルバー人

材センター連合会（〒520-0051

大津市梅林一丁目３-10）☎077-

525-4128へ

夏休み　モクモク工房

滋賀県立盲学校開放講座「点字の世界」

放送大学 平成18年度第２学期生

再就職を目指すシニアのためのパソコン初心者技能講習会
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社会教育分野分科会（託児あり）
13：30～16：00

ひこね市文化プラザ　メッセホール
学校教育分野分科会
14：00～17：00

市内各地区公民館

※車は、できるだけ乗り合わせて

お越しください。

問い合わせ先　 教育委員会人権教育課　

☎24-7971、FAX23-9190

市内には、自治会館や個人の家などの

一室に本を並べて開放している「地域文

庫」が15か所あります。子どもたちに、

本を読む楽しさや喜びを知ってもらい、

そうした文庫活動への理解と参加を呼び

かけるイベントです。

日　時 ７月29日㈯　13：30～16：00

場　所 市立図書館

内　容

①地域文庫の設置場所や活動の紹介

②おはなしのつどい

③わらべ歌で遊ぼう

④手作り遊び

コーナー

⑤雑誌のリサイクル

コーナー

参加費 無料

問い合わせ先

市立図書館☎22-0649、FAX26-

0300

第
30
回
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

選
手
権
大
会

日
時：

７
月
22
日
㈯

午
前
８
時
〜
日
没

日
時：

７
月
23
日
㈰

午
前
６
時
〜
午
後
３
時

場
所：

松
原
水
泳
場

真
夏
の
湖
を
舞
台
に
、
大
空
に
夢

を
か
け
る
人
々
に
よ
っ
て
競
わ
れ

る
こ
の
大
会
は
、
２
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

松
原
・
新
海
浜
水
泳
場
開
設

期
間：

７
月
28
日
㈮
〜
８
月
16
日
㈬

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

日
時：

７
月
30
日
㈰

午
後
２
時
〜
同
９
時

場
所：

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド

抽
選
会
や
屋
台
村
、
ス
ト
リ
ー
ト

ラ
イ
ブ
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
ゆ
か

た
で
参
加
す
る
と
豪
華
景
品
が
当

た
る
か
も
…
。

彦
根
大
花
火
大
会

日
時：
８
月
１
日
㈫

午
後
７
時
45
分
〜
同
８
時
30
分

場
所：

松
原
水
泳
場

数
々
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
、
音
楽

に
乗
せ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る

花
火
な
ど
、
５
千
発
の
花
火

が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

今
年
は
湖
面
を
使
っ
た
サ
プ

ラ
イ
ズ
な
花
火
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
。

彦
根
七
夕
ま
つ
り

期
間：

８
月
４
日
㈮
〜
８
日
㈫

場
所：

中
央
・
銀
座
・
登
り
町

グ
リ
ー
ン
通
り
各
商
店
街

色
と
り
ど
り
の
七
夕
飾
り

で
街
中
が
彩
ら
れ
ま
す
。

ひ
こ
ね
万
灯
流
し

日
時：

８
月
６
日
㈰

午
後
６
時
〜
同
９
時

場
所：

芹
川
堤
（
芹
橋
〜
後
三
条
橋
間
）

灯
ろ
う
に
願
い
事
を
書
い
て
、
そ

っ
と
川
面
に
流
し
ま
す
。
闇
に
浮

か
ぶ
た
く
さ
ん
の
と
も
し
火
が
、

と
て
も
幻
想
的
。

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

日
時：

８
月
８
日
㈫

午
後
５
時
〜
同
９
時

場
所：

中
央
・
銀
座
・
橋
本
・
登
リ

町
グ
リ
ー
ン
通
り
・
花
し
ょ

う
ぶ
通
り
各
商
店
街
　
※
昨

年
と
場
所
が
異
な
り
ま
す

「
彦
根
ば
や
し
」
に
の
せ
て
踊
り
歩

く
、
見
て
楽
し
い
、
踊
っ
て
な
お

楽
し
い
総
お
ど
り
。

問
い
合
わ
せ
先

㈳
彦
根
観
光
協

会
☎
23-

０
０
０
１
番
、

観
光

課
☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

彦根の夏のイベント

全体会（手話通訳・要約筆記・託児あり）
9：30～12：00

ひこね市文化プラザ　グランドホール

特別報告

「差別はがき事件からのメッセージ」

甲良町総務課　山田禎
よし

夫
お

さん
講演

「差別の現実から深く学ぶ」とは・・・

松村智
さと

広
ひろ

さん（写真）

おわびと訂正
広報ひこね７月１日号12ページに掲載した「交通事故などでけがをしたら必ず届け出を」と、同18ページに掲載し
た「国民健康保険被保険者証に臓器提供意志表示欄を設けました」の問い合わせ先ファクス番号が間違っていまし
た。正しい番号は「FAX22-1398」です。おわびして訂正します。

松村智広さんプロフィール

三重県の中学校に勤務した

後、同県人権啓発センター

に移り、同時に大阪大学大

学院で同和教育を学ぶ。そ

の後も教育委員会派遣同和

教育主事として、教育、啓

発に携わる。現在は、「財団

法人　反差別・人権研究所

みえ」の主任研究員として

幅広く活躍中。「元気配達人」

として熱いメッセージを送

り続けている。
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日曜納税相談
納税課では、毎月１回、日曜納税相談

窓口を設けて、納税についての相談を受け

付けています。７月の日程は右の通りです。

日　時 ７月30日㈰10：00～16：00

場　所 納税課（市役所２階）

問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

家
族
と
人
権

吉よ
し

原は
ら

未み

紗さ

さ
ん

（
西
中
学
校
２
年
）

「
あ
た
し
の
メ
ー
ル
勝
手
に
見
た

や
ろ
！
」

私
の
家
で
は
、
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

で
家
族
全
員
が
メ
ー
ル
を
共
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
も
ち
ろ
ん
私

は
み
ん
な
の
メ
ー
ル
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
し
、
み
ん
な
が
私
の
メ
ー
ル

を
見
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。し
か
し
、

自
分
に
き
た
メ
ー
ル
以
外
は
見
な
い

と
い
う
こ
と
は
暗
黙
の
了
解
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
安
心
し
て
い
た
の

に
、
私
は
勝
手
に
メ
ー
ル
を
見
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
家
族
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ん
か

な
い
わ
。」

私
が
怒
っ
た
後
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に

言
わ
れ
た
一
言
で
『
い
く
ら
親
し
い

人
で
も
、
家
族
で
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
。』
そ
う
思
い
ま
し
た
。

そ
う
思
い
な
が
ら
も
、
そ
も
そ
も

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
、
と
疑
問
に
感
じ
て
辞
書
を
引
い

て
み
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
…
他
人
に
知
ら
れ

た
り
、
干
渉
さ
れ
た
り
し
た
く
な
い

私
生
活
。
ま
た
そ
れ
を
守
る
権
利
の

こ
と
。

辞
書
に
は
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。「

じ
ゃ
あ
、
他
人
っ
て
ど
こ
ま
で

が
他
人
な
ん
か
な
ぁ
。
家
族
で
も
、

自
分
以
外
は
他
人
な
ん
か
な
。」

今
度
は
そ
ん
な
疑
問
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
ま
た
調
べ
て
み
る
と
、
こ
う

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

他
人
･
･
･
自
分
以
外
の
人
。
ま

た
血
の
つ
な
が
り
の
な
い
人
。

「
え
っ
、
ど
う
い
う
こ
と
？
自
分

以
外
の
人
や
っ
た
ら
家
族
は
他
人
。

血
の
つ
な
が
り
の
な
い
人
や
っ
た
ら

家
族
は
他
人
ち
ゃ
う
や
ん
。」

私
の
頭
に
は
、
？
マ
ー
ク
が
た
く
さ

ん
並
び
ま
し
た
。

「
あ
っ
！
っ
て
い
う
こ
と
は
、
家

族
っ
て
い
う
の
は
、
半
分
他
人
や
け

ど
、
半
分
他
人
じ
ゃ
な
い
ん
や
。」

あ
い
ま
い
な
答
え
の
よ
う
だ
け
ど
、

私
は
こ
う
思
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り

家
族
っ
て
い
う
の
は
特
別
な
存
在

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
と

い
う
の
も
、
半
分
は
必
要
っ
て
こ
と

だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
ら
れ
る
！
っ
て
い
う
人
権

は
、家
族
に
お
い
て
な
さ
そ
う
だ
し
、

な
い
っ
て
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
レ
は

見
て
ほ
し
く
な
い
と
か
、
コ
レ
な
ら

見
て
も
い
い
と
か
線
引
き
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
人
権
を
守
り
合
え
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
信
頼
す
る
、
だ
け
で
な

く
さ
れ
る
。
そ
う
、
信
頼
し
合
う
関

係
と
い
う
の
を
家
族
で
築
い
て
ゆ
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
互
い
に
相
手
を
深
く
知
り
、
接

し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
私
は
、
本
当
に
身
近
な
出
来

事
か
ら
、
家
族
と
の
間
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
家
族
の
中
に
人
権
が
あ

る
か
、
な
い
か
は
、
や
っ
ぱ
り
私
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
家
族
に
も

田た

中な
か

滉こ
う

大た

さ
ん

（
城
東
小
学
校
３
年
）

考
え
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
ま
た
話
し
合
っ
て
今
度
は
、

「
メ
ー
ル
は
見
ら
れ
た
く
な
い
ん

や
な
、
じ
ゃ
あ
次
か
ら
は
気
を
つ
け

る
な
。」

と
、
理
解
を
深
め
合
い
、
人
権
を
尊

重
し
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
家
族
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

標語　 小学生の部

学
年
は
、
い
ず
れ
も
応
募
時
の
も
の
で
す
。

自
分
あ
て
の
メ
ー
ル
を
家
族
に
見
ら

れ
る
と
い
う
身
近
な
出
来
事
か
ら
、

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
の
問
題
と
家
族
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
中
学
生
ら
し
い
視

点
で
問
い
直
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
権
を
大
切
に

で
き
、
信
頼
し
合
え
る
家
族
を
築
い
て

い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

現
代
社
会
に
お
け
る
「
家
族
の
絆

き
ず
な

」

に
つ
い
て
、
見
つ
め
直
す
大
切
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

選
　
　
評

「
は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
６
」
の
作
品
を
募
集
中
で
す
。
詳
し

く
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
７
月
１
日
号
」
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

８月前半

２日㈬

３日㈭

４日㈮

７日㈪

８日㈫

９日㈬

10日㈭

11日㈮

14日㈪

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目の一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今藏の町団地、八坂東団地、三津、海瀬、
里根、外、戸賀、小泉、山之脇、開出今藏の町団地、八坂東団地、
野瀬、西今、三津、海瀬
馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、後三条（下）、芹川、大藪、
八坂北、開出今団地（第１・３部）、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、城町一丁目、城町二丁目、
栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、開出今、西今、三津屋
元、船、旭、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、開出今
佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１
部）、和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
平田（大沢を除く）、竹ケ鼻、日夏、亀山地区、稲枝（西）、服部、
出路、田原、稲部（荒張）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月前半】

図書館休館日 ７日㈪、14日㈪日(水・祝)、10
日(月)

２日㈬

３日㈭

１日㈫

４日㈮

８日㈫

９日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

1０日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

８月前半

１５日㈫
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００
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健康管理だより

西に
し

堀ぼ
り

杏あ

海み

ち
ゃ
ん

︵
日
夏
町
︶

田た

中な
か

鷹た
か

翔と

ち
ゃ
ん

︵
高
宮
町
︶

北き
た

川が
わ

佑ゆ

希き

乃の

ち
ゃ
ん

︵
開
出
今
町
︶

10広報ひこね　平成18年７月15日

麻しんおよび風しん定期予防接種の変更について

今年４月１日

に、改正された予

防接種法が施行さ

れ、麻しんおよび

風しんの予防接種

は、「麻しん・風

しん混合ワクチン（MRワクチン）」

による２回接種となっています。

しかし、予防接種法が６月に再度

改正され、接種方法が一部変更され

ましたのでご注意ください。

３月までの方法で接種した人も、
第２期接種の対象になります

４月の改正では、今年３月31日ま

での制度で、麻しん、風しんの予防

接種をそれぞれ１回ずつ受けた人は、

第２期接種の対象ではありませんで

した。６月の改正により、これらの

人も第２期接種を受けることができ

るようになりました。

麻しん・風しん混合ワクチンによ

る予防接種を実施する医療機関につ

いては、「広報ひこね」５月１日号14

ページをご覧ください。）

単独ワクチンの使用が
可能になりました

４月以降は、接種液（注射される

薬剤）は麻しん・風しん混合ワクチ

ンが使用されていますが、６月の改

正により、麻しん、風しんの単独ワ

クチンの接種も可能になりました。

ただし、接種は原則として麻し

ん・風しん混合ワクチンが使用され

ます。麻しんと風しんのどちらかに

罹
かか

った人や、どちらかのワクチンを

すでに接種した人が単独ワクチンの

対象となりますのでご注意ください。

単独ワクチンによる予防接種を実

施する医療機関については、 健康

管理課までお問い合わせください。

麻しん・風しん混合ワクチン
麻しんおよび風しん

単独ワクチン
定期予防接種の対象年齢

第１期 生後12か月以上24か

月未満の児

第２期 平成18年度は、平成

12年４月２日～同13年４月

１日の間に生まれた人が対象

です。対象となる人は平成19

年３月31日

までに受けて

ください。
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今月の納税

固定資産税（第２期）

7月31日㈪までに
納めましょう

む
）
＝
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
棟
第
１
・
第
２

リ
ハ
ー
サ
ル
室

第
３
部
　
彫
刻
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階

第
４
部
　
美
術
工
芸
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
２

階
第
５
部
　
書
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階

第
６
部
　
写
真
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１
階

作
品
の
主
な
規
格
（
詳
し
く
は
開
催
要
項
に

あ
り
ま
す
）

日
本
画
・
洋
画
＝
10
号
以
上
30
号
以
内
（
創

作
版
画
（
洋
画
）
は
10
号
未
満
も
可
）

彫
刻
＝
手
動
で
移
動
可
能
で
、
水
・
電
気
な

ど
を
使
わ
な
い
も
の

美
術
工
芸=
壁
面
は
た
て
・
よ
こ
合
計
２
ｍ

以
内
、
立
体
は
１
辺
１
・
２
ｍ
以
内

書
＝
額
装
を
含
め
て
１
・
５
ｍ２

以
内
、
帖

じ
ょ
う

・

巻か
ん

子す

も
可

写
真
＝
四
切
以
上
全
紙
ま
で
の
カ
ラ
ー
ま
た

は
モ
ノ
ク
ロ
、
組
写
真
は
80
㎝
×
１
ｍ
以

内
に
ま
と
め
た
も
の
。
デ
ジ
タ
ル
加
工
な

ど
を
し
た
場
合
は
出
品
申
込
書
に
そ
の
旨

明
記

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

※
額
に
ガ
ラ
ス
お
よ
び
ア
ク
リ
ル
を
入
れ
な

い
こ
と
。
た
だ
し
、
水
彩
画
・
美
術
工

芸
・
書
は
ア
ク
リ
ル
の
使
用
可
。

※
各
部
と
も
、
陳
列
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耐
え
得

る
装
飾
保
護
設
備
（
額
縁
、
吊つ

り
金
具
、

吊
り
ひ
も
、
表
装
な
ど
）
を
施
す
こ
と
。

出
品
点
数

１
部
門
に
つ
き
１
人
１
点
（
写

真
に
限
り
、
１
人
２
点
以
内
）

出
品
申
し
込
み

出
品
作
品
１
点
に
つ
き
出

品
申
込
書
１
通
と
出
品
料
を
添
え
て
、
各

部
門
ご
と
の
会
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

出
品
料

出
品
作
品
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

搬
入
日
時

９
月
15
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
８
時
、
同
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時

搬
出
日
時

10
月
１
日
㈰
午
後
５
時
30
分
〜

同
８
時
、
同
３
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時

審
査
、
表
彰

彦
根
市
美
術
展
覧
会
審
査
員

に
よ
り
審
査
し
、
優
秀
な
作
品
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
な
ど
に

掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
必
ず
開
催
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
開
催
要
項
と
出
品

申
込
書
は
、
市
役
所
１
階
受
付
、
支
所
・

各
出
張
所
、
Ｗ
Ａ
っ
と
ね
す
春
日
（
旧
広

野
会
館
）、
東
山
会
館
、
各
地
区
公
民
館
、

高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
文
化

セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
ひ
こ
ね
市
文

化
プ
ラ
ザ
、
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、ひ
こ
ね
燦さ

ん

ぱ
れ
す
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
、

教
育
委
員
会

事
務
局
（
市
民
会
館
２
階
）
な
ど
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
彦
根
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
☎
24-
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１

９
０
番

応
募
資
格

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
（
東
近

江
市
、
米
原
市
、
愛
知
郡
・
犬
上
郡
の
各

町
）
に
在
住
か
、
市
内
に
在
勤
・
在
学
の

人
（
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は
除
く
）

募
集
部
門
と
会
場
（
作
品
搬
入
先
）

第
１
部
　
日
本
画
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
２
階

第
２
部
　
洋
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ

ル
画
、
創
作
版
画
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
含

昨
年
の
展
示
の
様
子

彦
根
中
学
校
美
術
部
が

築
城
４
０
０
年
祭
を
Ｐ
Ｒ

彦
根
中
学
校
美
術
部
の
み
な
さ
ん

が
、
６
月
１
日
〜
同
30
日
の
間
、
高

宮
町
で
開
催
さ
れ
た
「
蝸か

牛
ぎ
ゅ
う

会か
い

ア
ー

ト
展
」
の
壁
画
展
で
、
築
城
４
０
０

年
祭
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」
や
「
井
伊
直な

お

弼す
け

公
」
な
ど
を
描

い
た
作
品
を
出
展
、
築
城
４
０
０
年

祭
を
Ｐ
Ｒ
さ

れ
ま
し
た
。

作
品
は
、

縦
１
・
７
ⅿ
、

横
４
ⅿ
の
大

き
さ
で
、
色

鮮
や
か
な
作

品
に
訪
れ
た

人
か
ら
は
感

嘆
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま

し
た
。

彦
根
中
学
校
美
術
部

の
作
品


